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平成 23 年７月 29 日 

各  位 

会 社 名 HOYA株式会社 

代 表 者 名 代表執行役ＣＥＯ  

鈴木 洋 

（コード番号  7741 東証第一部） 

問 合 せ 先 HOYAグループ総務・広報室 

マネジャー 伊藤 直司 

電話 ： 総務・広報室 03-3232-0062 

 

平成 24 年３月期 第２四半期（累計）連結業績予想に関するお知らせ 

 

 当社は、平成 23 年５月 10 日公表の「平成 23 年３月期 決算短信[IFRS]（連結）」において未定とし

ておりました、平成 24 年３月期第２四半期（累計）連結業績予想につき、下記のとおりお知らせいた

します。 

  

記 

 

１． 平成 24 年３月期第２四半期（累計）連結業績予想（平成 23 年４月１日～平成 23 年９月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売上収益 
税引前 

四半期利益
四半期利益

親会社の所有

者に帰属する

四半期利益 

１株当たり 

四半期利益 

前回発表予想（Ａ）  

－ 

 

－ 

 

－ 

 

－

円 銭

－

今回発表予想（Ｂ） 210,000 38,000 30,000 30,000 69.54 

増減額（Ｂ－Ａ） － － － － － 

増減率（％） － － － － － 

（ご参考） 

前期第２四半期実績 

（平成 23 年３月期） 

213,473 44,935 37,795 37,967 88.01 

(注) 売上収益、税引前四半期利益、四半期利益、親会社の所有者に帰属する四半期利益および１株

当たり四半期利益は、今回発表予想および前期第２四半期実績ともに、非継続事業である HDD

ガラスメディア事業およびイメージング・システム事業を含む全事業の業績について表示してお

ります。 

 

２． 公表の理由 

当社グループの収益の大きな部分を占める情報・通信事業の製品群は、その多くが中間生産材・

部材であり、当社製品を使用して製造されるハイテク部品、さらにそれらを使用して製造されるデ

ジタル家電製品等最終消費財の景況によってその伸長が大きく左右されます。また、海外売上比率
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が大きく、為替変動の影響を受ける可能性が大きいことから、長期の連結業績予想が困難でありま

す。そこで、第１四半期（４月１日より６月 30 日まで）の決算発表時に第２四半期連結累計期間

の連結業績予想を公表しております。本日、「平成 24年３月期 第１四半期決算短信[IFRS]（連結）」

を開示いたしましたので、平成 24 年３月期の第２四半期連結累計期間の連結業績予想を公表いた

しました。当社の平成 24 年３月期の第２四半期連結累計期間の連結業績予想としましては初めて

の公表になりますので、お知らせいたします。 

前年同期に比べて税引前四半期利益および四半期利益が大幅に減益となる見通しですが、この理

由は、前期第２四半期連結累計期間において、ハードディスク用ガラスメディア製造事業および

関連資産を、ハードディスク製造会社であるWestern Digital Corporationに譲渡したことによる

事業譲渡益103億４千３百万円を計上したためであります。 

 

※上記の業績予想は、当社および当社グループが現時点で入手可能な情報から得られた判断に基づい

ておりますが、リスクや不確実性を含んでおります。実際の業績は、様々な要素により、これら業績

予想とは大きく異なる結果となり得ることをご承知おき下さい。実際の業績に影響を与えうる重要な

要素には当社の事業を取り巻く経済情勢、市場の動向、為替レートの変動などが含まれます。 

 

以  上 


